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埋
蔵
文
化
財
と
経
営
理
論

雪

晏

長

青

木

知

絵

埋
蔵
文
化
財
と
経
営
理
論
の
話
？
商
品
を
販
売
す
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
お
客
様
を
セ
ン
タ
ー
で
お
迎
え

す
る
た
め
に
は
重
要
な
関
連
性
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で

は
、

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
行
う
と
同
時
に
、

都
民
の

皆
様
に
向
け
て
埋
蔵
文
化
財
に
関
し
て
、

お
知
ら
せ
を
す
る

目
的
が
あ
り
ま
す
。

年
間
を
通
じ
た
展
示
や
各
種
行
事
に
よ

り
、

社
会
科
学
習
や
生
涯
学
習
等
に
役
立
ち
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

経
営
理
論
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
も

の
を
把
握
し
、

商
品
や
販
売
方
法
を
決
定
し
、

生
産
者
か
ら

ュ
ー
ザ
ー
ヘ
の
流
通
を
円
滑
に
し
ま
す
。

よ
り
多
く
の
お
客

様
を
迎
え
る
た
め
に
は
、

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。　

一
般
的

に
経
営
理
論
の
基
本
で

「
Ｚ
①＆
Ｔ
一
―
ズ
）
必
要
な
も
の
が

不
足
し
て
い
る
状
態
↓
電
ｐ
ユ
（
ウ
ォ
ン
ツ
）
特
定
の
物
が
欲

し
い
と
思
い
満
足
し
た
い
と
思
う
欲
求
↓
Ｆ
キ呂
付一ｏ
停
（
イ
ン

テ
ン
シ
ョ
ン
）
特
定
の
物
を
手
に
入
れ
よ
う
と
意
志
決
定
↓

＞
●゙
一ｏ
ド
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
行
動
を
起
こ
す
」
消
費
者
行
動
の
、

流
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

「＞
辞
ｏユ
一ｏ
Ｆ
（
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
）

注
意
を
引
く
↓
Ｆ
付ｏ帰
の六
イ
ン
タ
レ
ス
ト
）
興
味
を
呼
び
起

こ
す
↓
∪
①の中居
（デ
ザ
イ
ア
）欲
求
に
結
び
つ
け
る
↓
〓
ｏＳ
ｏ
ヽ
く

（
メ
モ
リ
ー
）
記
憶
さ
せ
る
↓
＞
命キ一ｏ
Ｆ
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
行
動

さ
せ
る
」
法
則
に
よ
り
、

生
産
者
は
流
れ
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。　

一
方
、

一一
―
ズ
の
満
足
の
た
め
、

生
産
者
に

は
技
術
的
基
盤
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、

皆
様
の
目
に
留
ま
り
、

興
味
を
持

っ
て

も
ら
い
、

記
憶
さ
れ
、

行

っ
て
み
よ
う
と
行
動
に
移
し
て
頂

け
る
よ
う
専
門
性
の
充
実
は
も
と
よ
り
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
努
力
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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武
蔵
国
分
寺
跡
関
連
遺
跡
は
そ
の
名
が

示
す
通
り
、

国
指
定
史
跡
の

『
武
蔵
国
分

寺
跡
』
を
中
心
と
し
て
お
り
、

遺
跡
は
府

中
市
と
国
分
寺
市
両
市
に
ま
た
が
る
約
２

臨
四
方
の
広
大
な
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

南
側
に
は
武
蔵
国
庁

（国
の
役
所
）
が
置

か
れ
て
い
た

「武
蔵
国
府
関
連
遺
跡
」
が

あ
り
、
こ
の
付
近

一
帯
は
古
代
武
蔵
国
の

中
心
地
と
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

地

理
的
に
は
多
摩
川
の
支
流
で
あ
る
野
川
上

流
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域

は
都
内
で
も
旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の

大
規
模
な
遺
跡
が
数
多
く
分
布
す
る
と
こ

ろ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
対
象
と
な

っ
た
武
蔵
台
西

地
区
は
、

都
市
計
画
道
路
の
建
設
工
事
に

伴

っ
て
、

平
成
１２
～
‐５
年
度
に
か
け
て
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
範
囲
は
遺
跡

の
北
西
端
に
あ
た
り
、

武
蔵
野
台
地
南
西

部
の
国
分
寺
崖
線
を
挟
ん
で
、

低
位
の
立

川
段
丘
面
か
ら
高
位
の
武
蔵
野
段
丘
面
に

か
け
て
の
場
所
で
す
。

本
遺
跡
に
つ
い
て

は
以
前
、

平
成
１２
年
度
の
発
掘
調
査
成
果

を
、

本
誌
陥
５２
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、

今
回
は
発
掘
調
査
の
終
了
を
受

け
て
、

調
査
成
果
の
中
で
も
特
に
注
目
さ

れ
た
事
項
を
中
心
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

武
蔵
台
西
地
区
の
調
査
で
は
、

旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
、

古
代
、

近
世
以
降

に
至
る
数
多
く
の
遺
構
と
遺
物
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、

長
い
間
に
わ
た
り
こ
の
場
所

が
人
々
の
生
活
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い

た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
特

に
、

旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
を
中
心
に

大
き
な
成
果
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

旧
石
器
時
代
の
遺
構
・遺
物
は
、

国
分
寺

崖
線
上
の
武
蔵
野
段
丘
面
を
中
心
に
検
出

●
ｈ

け
―ダ

ば

さ
れ
て
お
り
、

立
川

ロ
ー
ム
層
上
部
の
Ⅳ

層
か
ら
下
部
の
Ｘ
層
に
か
け
て
、
７
枚
の

文
化
層

（遺
構

・
遺
物
の
検
出
さ
れ
る
層
）

が
把
握
さ
れ
て
お
り
、

数
多
く
の
遺
構
群

や
石
器
群
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に

最
下
層
に
あ
た
る
Ｘ
層
か
ら
検
出
さ
れ
た

遺
構
と
石
器
群
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
構
で
は
炉
跡
状
遺
構
や
、

火
を
使
用
し

た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
炭
化
物
集
中
部
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
上
し
た
石
器
に

は
、

刃
部
を
磨
い
た
局
部
磨
製
石
斧

・
打

製
石
斧

・
鋸
歯
縁
状
石
器

・
ナ
イ
フ
状
石

器

・
石
核

・
剥
片

・
砕
片
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
今
か
ら
３
万
年
以
上
前
の

後
期
旧
石
器
時
代
初
め
頃
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、

武
蔵
野
台
地
で
は
最
古
の

も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

同
じ
崖
線
上
に

は
、

Ｘ
層
の
資
料
が
数
多
く
検
出
さ
れ
た

府
中
市
武
蔵
台
遺
跡
や
国
分
寺
市
多
摩
蘭

坂
遺
跡
な
ど
が
隣
接
し
て
お
り
、

そ
の
関

連
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

約
２
万
４
千
年
以
上
前
に
堆
積

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
姶
良

・
丹
沢
火

山
灰
層

（
Ａ
Ｔ
層
準
）
の
下
位
か
ら
、

土

坑
１
基
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
石
器

時
代
の
上
坑
は
調
査
例
が
少
な
く
、

東
京

都
内
で
は
現
在
ま
で
に
９
遺
跡
で
１２
例
ほ

ど
し
か
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

本
遺
跡

で
検
出
さ
れ
た
土
坑
は
、

そ
の
中
で
も
最

古
の
時
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

縄
文
時
代
の
遺
構

・
遺
物
は
、

旧
石
器

時
代
に
比
べ
て
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

国
分
寺
崖
線
直
下
の
立
川

段
丘
面
か
ら
は
本
地
域
周
辺
で
発
見
例
の

少
な
い
草
創
期

（縄
文
時
代
の
初
め
頃
）

の
石
器
集
中
部
が
検
出
さ
れ
て
お
り
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
土
器
の
発

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
数
の
槍

先
形
尖
頭
器

（石
槍
）

・
剥
片

・
砕
片
の

ほ
か
に
石
器
の
製
作
に
使
わ
れ
た
ハ
ン
マ
ー

も
出
上
し
て
お
り
、

槍
先
形
尖
頭
器
の
製

作
跡
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
１２
年
度
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
本

遺
跡
の
調
査
も
、
こ
の
２
月
で
す
べ
て
終

了
と
な
り
ま
す
。

出
上
し
た
遺
物
や
記
録

類
は
す
べ
て
府
中
市
に
移
管
さ
れ
、

今
後

は
将
来
に
向
け
て
の
保
存
と
活
用
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（川
島
雅
人
主
任
調
査
研
究
員
）

（大
西
雅
也
調
査
研
究
員
）

立川ロームX層 出土の石器
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古
代

の
農
具

〈
上
〉

日
本
列
島
に
本
格
的
な
稲
作
文
化
が
登

場
し
た
の
は
、

弥
生
時
代
の
ご
く
初
期
の

頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、

水
田
耕

作
に
伴
う
農
具
や
技
術
も
、

大
陸
か
ら
伝

来
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
具
に
は
、

上
を
掘
り
起
こ
し
、

耕
す

た
め
の
鋤
や
鍬
、

作
物
を
収
穫
す
る
た
め

の
鎌
や
穂
摘
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

鉄
製

の
農
具
は
弥
生
時
代
後
期
に
は
東
日
本
に

も
伝
わ
り
、

古
墳
時
代
以

降
、

各
ム
ラ
に
普
及
し
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

鋤
は
身
に
対
し
て
、

平

行
か
、

鈍
角
に
柄
を

つ
け

た
道
具
で
、

土
を
深
く
掘

る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

長
い
柄
付
き
の
、

現
代
の

ス
コ
ッ
プ
に
ち
か
い
形
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、

鍬
は
身
に
対
し
て

直
角
な
い
し
鋭
角
に
柄
を
装
着
し
た
道
具

で
、

土
を
打
ち
、

引
く
こ
と
で
、

お
も
に

土
地
を
耕
す
機
能
が
あ
り
ま
す
。

鍬
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
、

身
の

形
態
に
よ

っ
て
平
鍬
や
横
鍬
、

又
鍬
等
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陥
９４９
遺
跡
か
ら
も
、

一
木
製
の
鋤
が
数
本
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
粘
上
の
採
掘
に
使
用
さ
れ

た
も
の
で
す
。

五
～
六
世
紀
頃
か
ら
、

刃
先
に
は
Ｕ
字

形
の
ソ
ケ

ッ
ト
式
の
鉄
刃
が
取
り
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、

奈
良

・
平
安
時
代
に

も
同
種
の
鋤

・
鍬
先
が
村
落
か
ら
出
上
し

ま
す
。

出
土
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

貴
重
な
農
具
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

木
の
刃
か
ら
鉄
刃

へ
の
技
術
革
新
は
、

農

地
ば
か
り
で
な
く
、

丘
陵
地
の
開
拓
に
も

大
き
な
威
力
を
発
揮
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
農
具
は
農
閑
期
に
は
土

木
用
具
と
し
て
、

竪
穴
住
居

（建
物
）
や

用
水
路
の
掘
削
を
は
じ
め
、

墳
墓
の
造
作

な
ど
に
も
頻
繁
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。（松

崎
元
樹
主
任
調
査
研
究
員
）
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鉄

丸の内三丁目遺跡出土の木製品

木
製
品
の
保
存
処
理
に
つ
い
て

前
回
は
、

水
浸
木
材
を
厚
さ
で
分
類
し

て
保
存
処
理
を
す
る
話
を
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、

丸
の
内
三
丁
目
遺
跡
で
の

実
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
、

千

代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
５
番
１
号
の
旧
都

庁
跡
地
内
で
現
在
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
所
在
し
、

発
掘
調
査
は
平
成
４
年
１

月
か
ら
１０
月
３‐
日
ま
で
、

整
理
作
業
は
同

年
１１
月
１
日
か
ら
平
成
６
年
３
月
３‐
日
ま

で
行
い
ま
し
た
。

調
査
区
か
ら
は
、
日
比
谷
の
入
江
の
埋

め
立
て
や
屋
敷
地
跡
に
伴
い
多
量
の
陶
磁

器
類
や
金
属
製
品
と
と
も
に
約
９
千
点
の

木
製
品
が
見

つ
か
り
、

そ
の
中
か
ら
当
面

報
告
書
に
掲
載
す
る
資
料
と
し
て
約
７００
点

が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
当
時
の
問
題
点
は
、

保
存
処
理
期

間
が
１
年
間
か
か
る
と
整
理
・報
告
が
で

き
な
い
た
め
、
４
月
か
ら
半
年
間
で
終
了

さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。

そ
の
た
め
前
回
紹

介
し
た
方
法
を
採
用
し
、

漆
器
類
・下
駄

類
・櫛
・荷
札
類
な
ど
厚
さ
５

側
以
内
の
木

製
品
は
、

約

一
ヶ
月
ご
と
に
濃
度
の
高
い

容
器
に
移
動
す
る
方
法
で
対
応
し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ら
８
は
、

常
温
で

は
約
５０
％
ま
で
は
液
体
で
６０
％
ぐ
ら
い
か

ら
固
化
し
始
め
る
性
質
を
利
用
し
、

２０
％

か
ら
５０
％
ま
で
は
常
温
で
、

６０
％
か
ら
含

浸
装
置
内
の
容
器
に
移
動
し
て
含
浸
し
ま

し
た
。

な
お
含
浸
装
置
内
の
‐００
％
の
容
器

に
は
常
に
新
し
い
Ｐ
Ｅ
Ｇ
を
溶
か
し
、

木

製
品
を
取
り
出
し
た
段
階
で
順
次
低
い
濃

度
の
容
器
に
Ｐ
Ｅ
Ｇ
溶
液
を
移
動
し
て
濃

度
を
調
整
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
木
製
品
を
低
濃
度
か
ら
高

濃
度
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
溶
液
に
移
動
す
る
過
程
で

木
材
中
の
汚
れ
が
外
部
に
抜
け
出
し
、

‐００

％
の
段
階
で
は
木
材
中
に
含
ま
れ
た
汚
れ

は
殆
ど
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
溶
液

か
ら
取
り
出
し
て
表
面
を
雑
巾
掛
け
す
る

と
仕
上
げ
の
状
態
に
な
り
、

そ
の
後
の
写

真
・実
測
の
作
業
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、

平
成
８
年

秋
の
江
戸
東
京
博
物
館
企
画
展

「掘
り
出

さ
れ
た
都
市
」
で

一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

（上
際
朝
宏
主
任
調
査
研
究
員
）
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第
４
回
は
１１
月
１５
日

（土
）

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
助
教
授
西

秋
良
宏
氏
が

「前
田
耕
地
遺
跡
と
同
じ
頃

の
西
ア
ジ
ア
」
と
題
し
、

西
ア
ジ
ア
の
古

環
境
や
土
地
利
用
の
様
相
及
び
生
活
様
式

の
説
明
な
ど
を
最
近
の
調
査
例
を
交
え
て

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

１２‐
名
で

し
た
。

第
５
回
は
１
月
１４
日

（水
）

当
セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
研
究
員
比
田
井

民
子
が

「多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
後
期
旧

石
器
時
代
遺
跡
の
成
り
立
ち
」
と
題
し
、

南
関
東
地
域
の
河
川
と
地
形
の
関
係
及
び

植
生
と
の
時
代
的
な
背
景
と
遺
跡
の
立
地
、

分
布
を
触
れ
な
が
ら
、

多
摩
丘
陵
に
認
め

ら
れ
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
様
相
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
過
去
最
高

の
２‐２
名
で
し
た
。

第
６
回
は
２
月
１８
日

（水
）

当
セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
研
究
員
原
川
雄

二
が

「多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
石
器
―
縄

文
時
代
を
中
心
に
―
」
と
題
し
、

多
摩

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
に
お
け
る
縄
文
時
代

の
石
器
の
特
徴
や
分
布
な
ど
を
中
心
に
、

ま
た
石
器
の
も

つ
特
性
や
機
能
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
２‐０
名
で
し
た
。

‐２
月
２０
日

（土
）
第
４
回
の
展
示
説
明

会
は
年
末
に
も
関
わ
ら
ず
、

４７
名
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。

展
示
ホ
ー
ル
内
の
展

示
説
明
が
中
心
で
し
た
が
、

会
議
室
に
お

い
て
各
時
期
の
上
器
や
石
器
の
本
物
を
実

際
に
持

っ
て
、

触
れ
る
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
頃
は
、

展
示
品
を
見
る

だ
け
な
の
で
、

皆
さ
ん
は
初
め
て
の
体
験

で
感
激
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

江
戸
開
府
四
百
年
記
念
文
化
財
講
座
は

『
江
戸
遺
跡
か
ら
学
ぶ
』
を
テ
ー
マ
と
し

て
、

「大
名
屋
敷
の
変
遷
」
「江
戸
の
火
事
」

「
江
戸
の
上
水
」
「
江
戸
の
ゴ
ヽヽ
と

の
４
回

を
当
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
員
に
よ
る
江
戸

の
遺
跡
調
査
で
分
か
る
土
地
利
用
や
暮
ら

し
向
き
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
関
連
す
る
興
味

〔表紙写真解説〕

鍛冶屋敷遺跡は縄文時代中期の

集落跡で、住居跡や墓跡等が多

く発見されています。

5号 住居跡では床面上の数箇所

で焼上の塊が検出され、その上

にまとまった土器が多量に捨て

られています。住居を廃絶する

際、火を使用 した儀礼が行われ

た痕跡かもしれません。

(松井和浩調査研究員)

たまのよこやま 60

深
い
講
座
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心

に
聴
き
入

っ
て
ま
し
た
。

参
加
者
は
４
回
で
六
百
名
を
超
す
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

来
年
度
も
文
化
財
講
座
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。

平
成
１６
年
度
の
広
報
普
及
事
業
は
、

既

存
の
事
業
の
他
に

「も
よ
う
を

つ
く
ろ
う
」

や

「拓
本
教
室
」
等
の
体
験
教
室
型
の
新

規
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、

夏
休
み
期
間
に
は
、

親
子
を

対
象
に
し
た

「
縄
文
土
器
作
り
教
室
」

と
、

新
た
に
「考
古
学
相
談
室
」
を
設
け

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

秋
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査

を
行

っ
て
い
る
各
遺
跡
調
査
の
「
発
掘

調
査
発
表
会
」
や
汐
留
遺
跡
の
特
別
展

等
も
行
い
ま
す
。

恒
例
の
文
化
財
講
演
会
は
７
月
１４
日

か
ら
行
い
ま
す
。

各
事
業
と
も
、

多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

古
紙
１００
％
配
合
の
再
生
紙

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

便ユモ電蛋電蛋

展示説明会の様子

平成16年度 広 報普及事業のご案内
行 事 名 対  象 日  時 備  考

映画鑑賞会

前
後

午
午

小中学生
一般
各120名

4月 10日 (土)
00-12

00-12
無料

縄文土器作 り教室 一般 :25名
5月 8日 (土)
5月 9日 (日)
5月29日(土)

9 :30-16:00

往復はがきで申込み
4/12(月 )必 着

参加費 1,000円

展示説明会 参加自由 6月 12日 (土)
00-11

30-14
午前午後 同 内容
無料

もようをつくろう
一土器模様原体作り教室―

名
組

般
子

一
親

6月 26日 (土) 10: 00-12 :00
往復はがきで申込み

6/15(火 )必 着
参加費 有 料

拓本教室
一般 :20名

親子 :15組
6月 26日 (土) 13:30-16:00

往復はがきで申込み
6/15(火 )必 着

参加費 有 料
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